
２．基地のあゆみ

横田基地は、福生市・瑞穂町・武蔵村山市・羽村市・立川市・昭島市（提供面積順）の５

市１町にまたがる米空軍基地であり、在日米軍司令部と第５空軍司令部が所在する極東にお

ける米軍の主要基地である。滑走路を中心に南西側（福生市区域側）が管理地区であり、東

側（武蔵村山市区域側）及び北西側（羽村市区域側）に住宅地を有する。南北に滑走路が延

び、特に北側（瑞穂町区域側）は町を抉るように延びている。

旧陸軍は、当町から福生市につながる武蔵野台

地の広大な土地を買収し、昭和 年に旧陸軍立

川飛行場の付属施設として、「陸軍多摩飛行場」

及び航空整備学校を開設した。

昭和 年には、陸軍航空審査部がおかれ、陸

軍の新鋭機や試作機のテスト飛行が行われてい

たが、終戦とともに昭和 年９月米軍（第一騎

兵師団１個中隊）が進駐し接収した。昭和 年

月民有地を接収して滑走路を延長し、村山町

（現：武蔵村山市）の横田の地名をとって「横田

基地」と改称したと言われている。

朝鮮戦争の勃発（昭和 年６月）により極東空軍爆撃司令部の連隊が駐留し、横田基地は、

朝鮮戦争における国連軍の主要基地となった。この時期から軍用機のジェット化が進んだ。

昭和 年には、接収地のほかに基地拡張計画がなされ、滑走路はますます瑞穂町に延びてい

った。昭和 年から 年にかけて、滑走路の北端より国道 号（現都道 号線）の間を

買収し、 ｍの滑走路を完備した大規模基地となった。

その後、戦闘機部隊は沖縄に移駐し、戦闘機基地としての性格は薄れたが、ベトナム戦争

の激化に伴い輸送中継基地としての重要性を増した。また、ミドルマーカー（昼間電波誘導

信号所）が設置され、Ｃ－５Ａ等による輸送活動が活発に行われ、これに合わせて騒音等の

被害が激化した。（昭和 年～ 年）

昭和 年１月、日米安全保障協議委員会で関東平野にある米軍施設を横田飛行場に整理統

合する計画、いわゆる「関東計画」が決定された。翌年 月には、在日陸海空三軍の調整等

を主任務とする在日米軍司令部が移転された。

昭和 年には、Ｃ－１３０ハーキュリーズを配した第 戦術空輸部隊が移駐し、漸減し

ていた航空機の離着陸も再び増加した。このような状況の中で昭和 年４月及び昭和 年

月の２回にわたり、米軍機の夜間飛行の禁止、騒音被害に対する損害賠償を求める公害訴

訟（第１次、第２次）が提起された。

昭和 年７月、第１次、第２次訴訟の控訴審判決において東京高裁は、夜間飛行差し止め

請求は却下したが、第１審判決を上回る慰謝料の支払いを認めた。その後、新たに平成６年

月には横田基地飛行差止訴訟団、平成８年４月には新横田基地公害訴訟団、平成 年

月には第９次横田基地公害訴訟原告団、平成 年３月には第２次新横田基地公害訴訟原告団

がそれぞれ東京地裁へ提訴し、現在、第９次横田基地公害訴訟団と第２次新横田基地公害訴

訟団が、それぞれ第一審判決後控訴し、係争中である。

昭和 年１月以降、米海軍機による夜間着陸訓練（ＮＬＰ）が数次にわたり行われ、これ

に対し横田基地周辺市町基地対策連絡会（５市１町）で、平成８年 月以降は、横田基地に

（米軍接収当時の横田基地：横田基地広報部提供）
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関する東京都と周辺市町連絡協議会にて、関係機関に対し中止要請を繰り返し行い、抗議を

するとともに日常の被害状況を訴えている。なお、平成 年度以降、横田基地では、硫黄島

での実施が不可能な際の代替飛行場に指定されたときを含め、実施されていない。

平成 年３月から平成 年７月にかけて、日本政府の負担により滑走路の全面改修が行

われた。この間、基地北側は平成 年 月から平成 年２月半ば、南側は平成 年２月

半ばから平成 年６月末まで滑走路を閉鎖した。

平成 年９月 日の米国における同時多発テロ以降、横田基地では厳重な警戒態勢が敷

かれ、平成 年５月より同年 月まで、ほぼ毎月の割合で基地での訓練が行われた。ジャ

イアントボイス（拡声器）による大音響のサイレン音等により、基地周辺の住民に迷惑と不

安を与えるなど、大きな問題となった。

平成 年９月には、ヘリパッド（ヘリコプターの訓練用着陸地点）が、瑞穂町側から南側

へ約 の位置に新設され、ヘリコプターによる訓練は基本的には新しい場所で実施される

こととなった。また、平成 年 月までにＣ－９Ａ航空医療搬送機４機が横田基地から引退

し、第 航空医療搬送中隊は解散した。平成 年６月にはリアジェット機Ｃ－２１Ａから

ターボプロップ機Ｃ－１２Ｊに切り替わり、横田基地常駐機はすべてプロペラ機となった。

平成 年以降、横田基地所属ＵＨ－１Ｎの９回に渡る予防着陸やペットボトル落下事故を

はじめ、Ｃ－１３０からのヘルメットやアンテナ落下事故、基地内においては油漏れ事故等が

発生しており、その都度、横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会において地域住民の

安全のため、事故再発防止の要請活動を行ってきた。

平成 年以降、サムライサージ等、輸送機の編隊飛行や基地内へのパラシュート降下訓練、

物資投下訓練がしばしば行われるようになった。特に、平成 年４月には、羽村市立第三中

学校へのパラシュート落下事故や、平成 年１月には、パラシュートの紛失、基地外へ落下

したと思われる事故など、人員降下訓練や物料投下訓練中の事故が続いている。基地所属部隊

だけでなく沖縄等の米軍も参加していることから、事故への不安や基地機能の強化を懸念する

声が上がっている。

ＣＶ－２２オスプレイについては、平成 年５月、米国防省が、 年後半から 年

までの間に、計 機を横田基地に配備することを発表した。その後、配備時期の延期が示さ

れたものの、平成 年４月に初めて一時飛来した後、平成 年６月に４機が、翌月に１機が、

それぞれ事前の通告もなく飛来した。横田基地に継続して留まり、周辺を飛行するなど常駐化

していたところ、 月１日付けで、現在飛来している５機が、そのまま横田基地に正式配備

となり、 年頃までに計 機を配備する旨の通知があった。新たな配備機となったオスプ

レイに対し、その特徴的な飛行による騒音への苦情や、国内外における同型機の事故等による

安全性への懸念等の問い合わせが多数寄せられており、横田基地に関する東京都と周辺市町連

絡協議会等において、情報の早期提供、安全対策と環境への配慮等等について要請している。

現在、横田基地には、在日米軍司令部、第５空軍司令部のほか、基地の管理部隊である第

空輸航空団が配属されており、指揮並びに極東各地に展開している米軍に対する物資・

兵員の輸送中継基地の役割を担っている。平成 年 月には米軍座間基地内より国連軍後

方司令部が移転し、連絡要員４名及びイギリス、カナダ、オーストラリアから派遣された連

絡将校が配属されており、韓国に所在する国連軍本部の後方支援の役割をも有している。ま

た、平成 年５月の日米安全保障協議委員会（２＋２）における在日米軍再編に係る最終合

意を受け、府中基地にあった航空自衛隊航空総隊司令部等が平成 年３月に移転した。これ

により横田基地は米軍基地であるとともに、航空自衛隊の重要な拠点ともなった。
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